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国 公 立 高 等 学 校 長 殿
国公立中等教育学校長殿

令 和 5 年 4 月 吉 日

ひと し

公益信託人志奨学基金
受 託 者 三 菱 U F J 信 託 銀 行 株 式 会 社

令和5年度奨学生募集のご案内

拝啓平素より格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。
さて、当公益信託は、委託者の金子和斗志氏が社会貢献活動の一環として、国公立の全

日制普通科の高等学校または同中等教育学校（後期課程）に在学する生徒で、学業優秀、

品行方正かつ人格に優れながら経済的理由により修学が困難な者に対し奨学資金を給付

し、もって社会有用な人材を育成するため、平成24年3月9日に文部科学大臣の許可を

受けて設立された奨学基金です。貴校に在籍する1年生（中等教育学校は4年生）を対象

に別添の募集要項に基づき、令和5年度奨学生を募集いたします。

貴校におかれまして相応しい応募者1名を御推薦いただきたくお願い申

(※当奨学金は返還が不要であり、他の奨学金との併用・併願可）

なお、応募者の学業成績は、中学校3年次の国語・数学・理科。社会・英語の評定平均

値が5点満点中、4．4点以上が条件となっております。

応募申請書類等については、令和5年5月10日（水）【消印有効】までに郵送にて下記

基金事務局までご送付くださいますようお願い申し上げます。
敬 具

く 添 付 書類＞
1．設定趣意書
2．奨学生募集要項
3．奨学生願書（様式1号：2頁）
4．奨学生推薦書（様式2号：1頁）
5．原稿用紙
6．ご参考：課題図書一覧

※奨学生募集要項・奨学生願書等は、当基金ホームページからダウンロードすることがで
きます。(https:/yhitoshi-shogakukihnjp/)
※将来ある次世代の若者の育成に少しでも貢献できるのではないかという思いから、奨学
生には課題図書の感想文を継続的に書いていただくことになります。（募集要項6.）

＜事務局＞〒164-0001
東京都中野区中野3-36-16
三菱UFJ信託銀行 リテール受託業務部
公益信託課人志奨学基金 * 日 当
TEL : 0 1 20-622 3 72 (フリーダイヤル）

（受付時間平日9:00～1 7:00 土・日・祝日等を除<)

つきましては、

し上げます。



私が仕事を始めて約36年の月日が経ちました。小さな町からのスタートでした。
何も分からず、仕事をしていました。今でも、浅学非才で勉強不足ですが、努力だけ
はしています。事業が少しずつ、成長するにつれて、人生、人、色々な事柄について
の考え方の変化がありました｡今現在は､仕事を通して､世のため人のために尽くす、
ということを信条とし、仕事観、人生観としています。

私は、人間として、事業家として、志高き高校生、将来の地域、日本を担う可能性
のある高校生には、その気持ちがあるならば惜しまず積極的に支援して行きたい、と
いう思いでこれまで仕事をしてきました。こうした中、平成22年7月、社長を務め
ているアイ・ケイ・ケイ株式会社が大阪証券取引所（ジャスダック）に上場し、更に
その1年半後の平成24年1月には、東京証券取引所（東証2部）に上場し、これを
契機に奨学基金を設立することとしました。私は、志の高い若者の未来に、少しでも
役立つことができればこれに勝る喜びはなく、また、課題図書の感想文を継続して書
いていただくことによって、将来ある次世代の若者の育成に少しでも貢献できるので
はないか、と考えています。

私は、未来を担うのは子どもたちであるという考えのもと、志の高い学生の成長の
夢を叶えたく、また、その子どもたちが今後の地域、日本の成長発展へ貢献するよう
な人財となれるよう、支援、援助をしていく覚悟です。本奨学基金により、一人でも
多くの志高い若者が未来に向けた努力、そして挑戦をしてくれることを心より願って
います。

ひと し

公益信託 人志奨学基金

設定趣意書

平成 2 4 年 3 月 9 日

金 子 和 斗 志



は じ め に

こ の 公 益 信 託 は 、 国 内 に 所 在 す る 国 公 立 の 全 日 制 普 通 科 高 等 学 校 又 は 同 中
等 教 育 学 校 （ 後 期 課 程 ） に 在 学 す る 生 徒 で、 学 業 優 秀 、 品 行 方 正 か つ 人 格 に

優 れ な が ら 経 済 的 理 由 に よ り 修 学 が 困 難 な 者 に 対 し 奨 学 資 金 を 給 付 し 、 も っ
て 社 会 有 用 な 人 材 を 育 成 す る こ と を 念 願 して 、 平 成 2 4 年 3 月 に 金 子 和 斗 志

氏が設定されたものです。

奨学金を希望される方は、下記の募集要項を熟読の上、奮って応募してください。

記

1．応募できる者
国 内 に 所 在 す る 国 公 立 の 全 日 制 普 通 科 の 高 等 学 校 1 年 ま た は 同 中 等 教 育

学 校 （ 後 期 課 程 ） の 4 年 に 在 学 す る 生 徒 で、 次 に 該 当 す る 者 。

（1）家族の生計を支える親を失うなど、何らかの理由によって経済的影響を受け、
奨学金を必要とする者

(中学校3年次の国語・数学・理科・社会・英語の評定平均値が5点満

4.4点以上）、品行方正かつ人格に優れる者。

2．奨学金の金額等

（1）奨学金の金額は、月額20,000円とする。
（2）奨学金の給付期間は、令和5年4月から正規の最短修業年限の終期までとする。

（3）奨学金は、5月、10月の一定日に6ヶ月分を給付する。

ただし、初年度は10月に1年間分を給付する。

（4）奨学金の給付方法は、あらかじめ奨学生が当基金に届け出た金融機関の口座に

振り込む。

3．採用人数

10名程度とする。（他の奨学金との併願。併給可）

出願の手続き

奨学金の給付を志願する者は、次に掲げる申請書類を、在籍する高等学校または

中等教育学校の学校長を経て、令和5年5月10日（水）【消印有効】までに当基金

に提出するものとする。

※提出された申請書類は採否の如何を問わず返却は行わない。

令和5年度公益信託天志奨学基金奨学生募集要項

(2)学業優秀
点中、4
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奨学生願書

奨学生推薦書

在 学 証 明 書

成 績 証 明 書 等

※中学校最終学年の成績証明書、調査書、通知表等のいずれか（コピー可）。

課題作文『私は、将来（50代・60代の時）どのような人として記憶されていた

いか。そのために、今、努力していることは何か。』

（添付の原稿用紙3～5枚（コピーして使用）に題名、学校名、氏名、ページ数

を記載し、願書等と併せて提出のこと。）

保護者の年間収入を証明する書類

※保護者の「源泉徴収票」「確定申告書（控）」「課税証明書」（収入のな

い場合は「非課税証明書」）「所得証明書」等の年間収入が分かる書類の
いずれかのコピー。（各証明書に収入の記載があるか確認のこと。）

奨学生の選考および決定

当基金は、前項により申請のあった者について、当基金に設けた学識経験者から

なる運営委員会に諮った上、奨学生を決定し、令和5年8月中旬までに在籍する高

校等の学校長を経て、本人に合否を通知する。

課題図書の給付

当基金は、奨学支援のため奨学生に毎月、当基金の運営委員会の定める課題図書

を給付し、奨学生は読書感想文を当基金に提出するものとする。

(課題図書の給付は、高校3年次7月まで）

成績証明書、在学証明書（卒業証明書）および近況報告書の提出

奨学生は毎学年終了後、成績証明書、在学証明書（卒業証明書）および近況報告

書を当基金に提出しなければならない。

異 動 届 出

奨学生は、次の各号の-つに該当する場合は、直ちに当基金に届け出なければな

らない。

( 1 )疾病その他の事故または個人的事情により1ヶ月以上欠席する場合
(2 )休学、復学、転学または退学しようとする場合

(3 )奨学生の住所または奨学金振込金融機関等その他重要な事項に変更のあった
場 合

(6)
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奨学金の休止

奨学生が休学または長期欠席（当該年度60日間以上）した場合は、その期間奨学

金の給付を休止することがある。

1 0 . 奨 学 金 の打切り

奨学生が次の（1）から（8）までのいずれかに該当すると認められた場合は、
学金の給付を打ち切ることができる。

（1）疾病または傷害のため退学し、復学の見込みが無くなった場合

（2）停学または退学等の処分を受けた場合

（3）学業成績または素行が不良となった場合

（4）奨学金を必要としない事由が生じた場合

（5）退学または転学し、奨学金を必要としなくなった場合

（6）虚偽の申請をした場合

（7）課題図書の読書感想文の提出率が、理由なく年間6割未満の場合

（8）その他奨学生として適当でない事由が生じた場合

11．奨学金に対する義務

この奨学金は返還の義務はない。ただし、虚偽の申請等の不正行為があった

場合は、奨学金の全部または-部の返還を求めることがある。

願 書 等 の 郵 送 先 お よ び 照 会 先

(事務局）〒1 64-000 1 東京都中野区中野3-36-16
三 菱 U F J 信 託 銀行株式会社 リ テ ール受託業務部

公益信託課X志奨学基金担当
TEL : 0120-622372(フリーダイヤル）
（受付時間 平日 9 : 0 0 ～ 1 7 : 0 0 土・日・祝日等を除く）

FAX : 0 3 - 5 3 2 8 - 0 5 8 6

E-mail: koueki_post@tr.mufg.jp
※ 学 校 奨 学 金 担 当 者 以 外 の 照 会 は 原 則 受 付 い た し ま せ ん 。

以


